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校友会に思いを描いて

日本大学生物資源科学部校友会

　　　　　　　　　　　　　　　会　長　  茂　澤　　   杲

 �

日本大学生物資源科学部

　　　　　　　　　学部長　酒　井　健　夫

　私が会長に再選されて、早や１年が過ぎま

した。新しい執行部を組織して、まず校友会

を取巻く諸問題に対応し、一歩一歩着実な歩

みを進めてまいりました。特に本年は、学部

執行部との懇談を開催し、相互に忌憚のない

意見交換が出来ました。

　ご承知の通り、日本大学校友会の再生によ

って、早や４年が経ちました。従来の校友会

は卒業生のための親睦団体であり、その充実

発展に専念して参りましたが新しい校友会再

生の基盤は、学生諸兄姉を準会員と位置ずけ

正会員いわゆる先輩達と同様に会費の負担を

　生物資源科学部校友会の皆様方におかれては

益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。現在、

生物資源科学部では、より整備され充実した教

育研究環境、魅力あるキャンパス、親切な教育

の実践を目指して教職員が一丸となって努力し

ております。

　これまでに、全学科に卒業研究・論文を必修

とし、学科を横断して新入生にフィールド科学

実習を開講すること等を盛込んだ新カリキュラ

ムを本年４月から導入しました。19年度入学

試験においてはⅠ期・Ⅱ期試験の募集人数の変

更、Ⅱ期試験での東京会場の開設、AO入試を

導入し、20年度入試からはセンター入試を導

入する計画等の入学試験改善を行ないました。

また、短期大学に19年度から生物資源学科を

設置する届出を行ないました。このように、今

必要なことは今直ちに着手し、計画に従って実

施すべきことは十分検討して適切に実行してま

いります。どうか校友会の皆様も本学部、大学

院生物資源科学研究科・獣医学研究科、短期大

学湘南校舎の教育研究に関心を持っていただき、

卒業後に校友会員となる後輩学生諸君へのご支

援をよろしくお願いいたします。

　文部科学省の平成18年度学校基本調査報告

によれば、わが国における大学生の人数は

2,859,207名で、平成17年度に比べて6,000

校友会の皆様のご支援により母校の発展を

名減少していますが、逆に大学の数は744校で、

17年度に比べて18校増加し、16年度より35

校増加しております。このように少子化による

大学就学人口の減少と規制緩和に基づく大学・

学部の増設が並行して進む状況下にあって、国

立大学は独立行政法人化による教育現場での自

由化の拡大と交付金制度に支えられた恒常的収

入の補償等がある一方で、私立大学の運営は主

に学生諸君からの学納金によって賄われており、

さらに文部科学省による大学間競争政策の導入

など、私立大学を取り巻く環境はますます厳し

さを増しております。こうした中で付加価値の

高い充実した教育指導サービスの実施はもとよ

り、質の高い教育研究を支える財政基盤や組織

基盤、特に管理運営機能の強化が一層求められ

ています。�

　大学間の競争が激化する中で、本学部、大学

院両研究科、短期大学が受験生や学生から選ば

れ続けるためには、高い満足度を与える教育を

提供することは勿論ですが、教育の理念と目標

を見失わず、特に入学前の履修歴や学習能力が

多岐にわたり入学の目的意識が多様化している

学生諸君に、学部・短期大学では基礎学力と専

門的な素養の養成と倫理観を備えた人間教育を

実践し、大学院ではより高度で専門的な教育を

行なう必要があります。

　大学は人材育成の場であり、我々は知識と技

術を有し、体験豊富で実行力がありかつ教養と

倫理観を持った人材を養成することが求められ

ています。すなわち、日本大学の建学の精神で

ある自主創造を実践し、学生自らが勉学する目

的と自らを磨き上げる気持を持たせることが出

来る教育研究環境の整備、親切な教育が出来る

キャンパス、質の高い進路指導が出来るキャン

パスを目指してまいります。

　科学技術創造立国を目指すわが国は、緊縮財

政の下でも科学技術に関連する予算は例外的に

増加し続け、特に、生命科学、情報科学、ナノ

テクノロジー、環境科学の4分野は将来性のあ

る重要な分野であると位置付けています。これ

らの分野は、本学部・大学院両研究科・短期大

学の教育研究の目的と一致するので、わが国が

求めている若き人材をわがキャンパスから輩出

できる大きなチャンスと期待されます。

　そのためには、日本大学の中で一番を目指す

キャンパスとして、他大学から目標にされるキ

ャンパスとして発展しなければなりません。我々

教職員は、学生諸君の進むべき方向と社会の役

割を理解し、教育環境の現状と将来を把握し、

勇気を持って適切に教育改革と改善を進める所

存であります。重ねて校友会の皆様のご協力と

ご支援をよろしくお願いたします。

準会員支援金を贈呈（9月19日）

していただき、正会員と一体となって校友会

活動に参加するという方法に変りました。

　従って校友会は、準会員に対して奨学金制度・

医療費補助制度・校友子女推薦制度・スポーツ

振興等の他各種表彰制度等を後援しています。

私はこれからの懸案事項に対処すべく、総務・

財務・広報企画の３委員会について、本部校友

会とのパイプの流れをよくするため、広報と企

画をわけて企画委員会を創成し、また組織も極

めて大事であるので組織委員会をスタートさせ

て５委員会とすることが必要と考えます。

　また、学部校友会の９支部（秋田県・山形県・

宮城県・福島県・山梨県・高知県・大阪府・

日本大学校友会神奈川県支部生物資源科学部会・

台湾支部）については、それぞれの支部の独

自性を尊重し、平素の活動に注目しつつ単に

記念事業等の後援に限定せず、随時活動状況

に応じ後援してゆくよう各委員会に検討して

もらいたいと思います。また、監査について

も単に会計のみならず業務監査もお願いし、

特に法令順守に基く諸策の徹底を計られたい

とのご意見に配慮してまいります。

　学部校友会事務局の機能充実促進を計るため、

新事務局長に飯塚先生、事務長に栢さん、局

員に稗貫先生、小泉先生、栗原事務員の皆さ

んのご協力を得られ新発足いたしております。

　先般、日本大学生物資源科学部執行部のお

招きで、13分会の会長が招待されました。

　和やかな懇談が進むなかで、現下の学部が

おかれている厳しい現状をお聞きし、校友会

も一層の協力をして行こうと約束しました。

　本年は些少ながらも学部校友会の総意により、

経済的に困窮された準会員に対し支援もして

おります。学部執行部の希望で、各分会の現

況と要望についてお聞きしたいとのことで、

各分会長は、率直に意見具申し反響を得たと

思います。またこのことは画期的であり、し

かも中身の濃いものでした。

　私の一貫して校友会に寄せる信条は、改革

に情熱・気概・意欲を燃やし、絶えず校友会

に新風を吹込むことが会長の使命であり、そ

れが私自身日本大学に学び、先師先人からの

貴重な教えを受け、広くは人としての大道を

開いてくれた母校への恩返しと心に決めてい

ます。終わりに、校友各位の益々のご健勝と

ご活躍を御祈念申し上げます。
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平成17年度校友会会計決算および平成18年度校友会会計予算

平成18年度総会・懇親会開催

応援指揮振りを交えての校歌斉唱　吉田良之副会長（桜水会会長）

　7月8日（土）東京･

赤坂プリンスホテルに

於いて学部校友会総会･

懇親会が開催された。

　総会は新館五色2階

「黄雲」の間で15時よ

り、村山進副会長（い

もづる会会長）の開会

の辞で始まった。茂澤

杲会長（紫友会会長）

は「校友会活動への協

力、支援に対する感謝。

世良田事務局長、千野

事務局員の退任と、後

任に飯塚事務局長、栢

事務長、小泉事務局員

を任命した事務局人事

の報告。準会員対応を加味した活動計画案

を組んだこと。今後の活動に当たって専門

委員会のあり方を検討したい。」と挨拶で述

べた。�

　議長に楠元守会長代行（農学校友会会長）

を選出、議事録署名委員に鈴木勝春副会長（む

つあい会会長）を選任し議案審議に移った。

　①17年度事業経過報告に先立ち総務、財

務、広報･企画3専門委員長より活動概要の

口頭報告が行われた。事務長より議案書に

添った説明がなされた。「支部支援の具体的

実施」を求める要望意見がだされたが、報

告事項は承認された。②17年度決算報告は

事務長より簡潔に説明があった。③17年度

監査報告は千田監事（いもづる会）が行い、

決算報告と一括承認された。尚、監事より「準

会員に対する配慮と法令順守の姿勢で活動

する」意見が述べられた。④18年度事業計

画案では「箱根駅伝の推進」を明記するこ

との説明があり、承認された。⑤18年度予

算案では支出科目の変更を事務長が説明した。

総会会費、箱根駅伝対応費の新設と、個人

情報保護法による名簿発行の具体的計画案

が無く、名簿積立金を削除することを確認し、

承認された。⑥校友会会則一部改正は、事

務長より説明があり、字句の訂正、追加が

承認された。⑦その他案件を議場に問うた

が提案無く、議事終了した。酒川和男副会

長（工学会会長）の閉会の辞で、15時50

分総会は終了した。

　尚、総会には90余名の申込みがあったが、

81名の出席だった。

　懇親会は16時30分より、会場を新館五

色1階「新緑」の間に移し開催された。　

　司会進行を内田駿一副

会長（満喜葉会会長）が

行った。中川秀樹副会長

（角笛会会長）の開会の

辞で開会した。校歌斉唱

は、吉田良之副会長（桜

水会会長）の指揮、室内

楽の伴奏で声高らかに歌

った。茂澤会長挨拶のあ

と、来賓の方々紹介がさ

れた。小嶋総長･理事長

先生、田中校友会会長先

生、酒井生物資源科学部

学部長先生よりご祝辞を

いただいた。昭和17年

卒業の近藤良三郎氏（拓

友会）による乾杯の

音頭の後、懇談にはいった。南は高知、北

は山形・宮城から関東周辺の112名の会員

が参加した。来賓、招待者の出席は59名で

あった。室内楽演奏の中、和やかに、学生

時代に戻り、旧交を温める懇談の輪が沢山

出来た。中締めには再度、吉田良之副会長

が登壇、指揮のもと、学生時代を思い出し

応援歌を歌った。関村具由副会長（FT会会長）

が拍子木を鳴らし3本締めを、最後に内田

俊太郎副会長（拓友会会長）の閉会の辞で

18時10分、再会を約し散会した。出口では、

食品加工室製の肉製品が手土産として配布

された。

　総会後、校友会事務局には吉田副会長の

応援指揮振りに対する賞賛の電話を多数頂

いた。

　平成18年度の校友会予

算の変更は次のようになり

ました。

１）会合費には総会費が含

　まれていましたが分離独

　立させ事業費の中に加え

　ました。�

２）会報作成費をＨＰ作成

　費も含めて広報費に変更

　しました。�

３）個人情報保護法により

　名簿発行が厳しくなった

　ため名簿積立金を削除し

　ました。�

４）名簿作成準備費が名簿

　管理費に変更しました。�

５）活動計画に箱根駅伝の

　推進が明記されましたの

　で予算を具体化しました。
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農 学 校 友 会
◇植物資源科学科◇

連絡先　作物学研究室
　　　　0466－84－3502　事務局長　藤井　秀昭
　　　　E-mail：fujiaki@brs.nihon-u.ac.jp

紫 友 会
◇農芸化学科◇

連絡先　土壌学研究室
　　　　0466－84－3953　事務局長　隅田　裕明
　　　　

平成18年度農学校友会
総会・懇親会開催

　平成18年５月13日（土）午後１時から

湘南キャンパス博物館棟第１会議室におい

て平成18年度総会が開催されました。楠元

会長の挨拶の後、平成17年度事業報告、会

計決算報告、会計監査報告があり、承認さ

れました。続いて、平成18年度事業計画案、

予算案が審議され、原案どおり承認されま

した。また、村上新太郎氏(29期)が監査役

に選出されました。かね

てから募集していました

が、農学校友会ロゴマ－

クとして稲川豪氏(31期)

の作品が選定されました。

総会の後、多数の来賓と

会員が出席した懇親会が

食堂３階NUBSホ－ル

で盛大に行われました。

本年度から準会員であ新ロゴマーク

る現役学生からも幹事を選出することになり、

各学年２名の学生が推薦されました。

学科行事への援助
　例年にならい、新入生歓迎会、藤桜祭、

収穫祭、卒業謝恩会に対し補助金を提供し

ました。また、卒業生全員に記念品を贈呈

しました。今年度は、スポ－ツフェスタ開

催に合わせ、新しく決まった校友会ロゴが

印刷されたＴ－シャツを贈りました。新入生、

学科の研修を受けた台湾の学生達に配られ

ました。

植物資源科学科の近況
[卒業・新入学生]
　昨年度は146名の学生が卒業し、社会に

巣立って行きました。４月には新入生163

名（男子：87名、女子76名）を迎え、本

年度は総数612名の学生が在籍しています。

18年度入学生は新しいカリキュラムに基づ

いた教育が実施されます。新入生オリエン

テ－ションとして４月17日（月）に鵠沼海

岸で地引き網大会が行われました。今年は

水温が低く大漁とは言えませんでしたが、

学科教員といっしょに楽しい時間を過ごし

ました。５月27日(土)には学部運動会ス

ポ－ツフェスタ2006が開催されました。

あいにくの雨天のため体育館で実施されま

した。

�[特別講義]
　４年次開講の特別講義には、毎年農学校

友会の諸先輩にも講師をお願いしております。

本年度は、剣持伊佐男（果樹蔬菜園芸学研

究室）、村上博美（遺伝育種学研究室）の両

氏にそれぞれご活躍の分野の解説をしてい

ただきました。

畠山吉則　助手

[海外研修受け入れ]
　国立中興大学（台湾）の学生20名が参加

した植物資源科学研修が７月２日～８日の７

日間にわたり実施されました。学科教員によ

る講義、演習、実習が行われ、全員に修了証

が授与されました。この間、台湾の学生と学

科学生間の交流も盛んに行われました。

[人事]
　４月から応用昆虫学

研究室助手として畠山

吉則さんが着任されま

した。畠山先生は本学

大学院農学研究科博士

課程修了後、蚕糸・昆

虫農業技術研究所、農

業生物資源研究所、埼

玉県産業技術総合研究

所等で昆虫病原体の研究を行ってきました。

　平成18年度の学科スタッフは以下のとお

りの構成です。作物学研究室：石井龍一教授、

藤井秀昭助教授、磯部勝孝助教授；花卉園

芸学研究室：百瀬博文専任講師、窪田聡専

任講師；果樹・蔬菜園芸学研究室：井上弘

明教授、立石亮専任講師；遺伝育種学研究室：

池橋宏教授、野村和成教授、宍戸理恵子専

任講師；植物病理学研究室：前田孚憲教授、

井村喜之助手；応用昆虫学研究室：岩野秀

俊教授、畠山吉則助手；造園学研究室：吉

田博宣教授、葉山嘉一助教授；緑地・環境

計画学研究室：勝野武彦教授、藤崎健一郎

専任講師。

　永年にわたり学科のためにご尽力いただ

いた米田和夫教授が本年３月末日をもって

退職されました。　　　　　　（野村　和成）

平成17年度紫友会事業報告
　平成17年７月16日湘南校舎において平成

17年度第１回理事会が開催されました。理

事会では平成16年度事業報告（50周年記念

事業報告）決算報告、監査報告、理事の改選

等の審議がなされ承認されました。また平成

17年度の事業計画、予算案が決定されました。

平成18年度紫友会総会・懇親会
　平成18年10月27日（金）メルパルク横

浜（横浜市、中区）にて18時から平成18年

度総会・懇親会を開催することになりました

のでご案内申し上げます。総会では平成16

年度、17年度事業報告、決算報告、監査報

告および平成18年度事業計画、予算案、会

則変更等ご審議いただく予定になります。多

くの校友の皆様のご出席をお待ちしております。

平成18年度第13回紫友会
奨学生決定

　紫友会40周年記念事業の一環として発足

した紫友会奨学生の第13回生９名が、同奨

学生選考委員会（有賀豊彦委員長）により厳

正に選考され下記のように決定いたしました。

２年次 加藤一路、嶋村友里、長沼幸宏�

３年次 小西紀子、佐藤優美、藤井千尋�

４年次 奥山可奈子、久光あゆみ、平山真緒

　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略） 中川達功　助手

農芸化学科の近況
　農芸化学科は本年４月に新入生158名（男

子：86名、女子72名）を迎え、総計624

名（男子：317名、女子：307名）の学生が

在籍しております。学部次長に徳山龍明教

授が就任され活躍されております。学科主

任に有賀豊彦教授、生物資源科学研究科生

物資源利用科学専攻主任に奥忠武教授が就

任されております。

　春見隆文教授（酵素科学研究室）はグル

コースイソメラーゼの研究、エリスリトー

ル生産技術の開発を中心とした「微生物・

酵素を利用した新規糖質甘味料の製造技術」

の研究業績に対して財団法人日本農業研究

所より平成17年度日本農業研究所賞を授与

されました。先生の益々のご活躍が期待さ

れます。

【人事】
　河内隆先生（生物有機化学研究室・専

任講師）は本年３月末をもって退職され

ました。ご苦労をねぎらうとともに、ご

多幸をお祈りいたします。

　本年４月１日に中川達功助手（微生物

学研究室）が独立行政法人 製品評価技術

基盤機構 バイオテク

ノロジー本部より着任

されました。先生の

益々のご活躍が期待さ

れます。

　昨年退職されました

実験準備室松下聡美副

手の後任として、本年

３月に本学食品科学工

坂内茉莉　副手

学科を卒業された坂内

茉莉副手が採用され活

躍されております。

紫友会事務局より
　校友会活動の一環と

して、紫友会杯研究室

対抗ソフトボール大会

が平成１７年９月に開

催され土壌学研究室が優勝しました。

表彰式の後、学生教職員、紫友会会長、副

会長の方々を交えて懇親会が開催されました。

　また、平成18年３月に開催されました平

成18年農芸化学科卒業生謝恩会に紫友会会長、

副会長の方々が招待され、卒業生の方々と

広く交流を深めました。　　　　（荻原　淳）
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角 笛 会
◇獣医学科◇

連絡先　獣医公衆衛生学研究室
　　　　0466－84－3386　事務局長　丸山　総一
　　　　E-mail：tsuno-2@brs.nihon-u.ac.jp

満 喜 葉 会
◇動物資源科学科◇

連絡先　草地学研究室
　　　　0466－84－3652　事務局長　丹羽　美次
　　　　E-mail：niwa@brs.nihon-u.ac.jp

平成１８年度角笛会総会開催
　平成18年6月3日（土）、午後14時10分

から日本大学湘南校舎第４講義室で、平成18

年度の角笛会総会が開催されました。昨年度

と同様に、午前中は第44回日本大学獣医学会、

午後からは角笛会という合同開催のスタイル

でした。角笛会の幹事会、総会では先ず事務

局より提出された平成17年度の事業報告、会

計報告が、山村穂積監事の監査報告の後、承

認されました。続いて平成18年度事業計画案、

同予算案が審議され、承認、成立致しました。

平成18－19年の新役員候補者は前期と同様（会

長:中川秀樹、副会長:岩田穎三、田中茂男、

長尾壮七）で、数名の常任幹事の変更があり

ましたが全て承認されました。また、東北海

道支部(会員数65名、会長：川崎信由S36年卒)

が新たに発足・承認されました。本年度の

ANMEC（日本大学動物病院）支援基金(30万

円)は、坂井学先生(内科学)の「Gene Chip

による肝炎発生犬における遺伝子発現の網羅

的解析」に授与されました。�

　新支部長の就任に伴う幹事候補と今年度卒

業のクラス幹事井上快氏、中島裕子氏がそれ

ぞれ承認されました。総会終了後、今年の角

笛会功労者8名に記念品目録とともに表彰状

が授与されました。

　また，�午後4時30分から本館ガレリア階のス

エヒロにて催された懇親会には、茂澤　杲校

友会長をはじめ同僚校友会の来賓の方々、獣

医学科教員を含め約70名に参会いただきました。

懇親会は和やかな雰囲気のうちに進行し、会

場のあちらこちらで談笑の輪ができていました。

獣医学科の近況
【新9号館竣工】�
　本年度に新９号館が竣工いたします（写真

18年10月予定）。新9号館には臨床系5研究

室（獣医外科学、獣医内科学、獣医臨床繁殖学、

獣医放射線学、獣医臨床病理学）ならびに実

験室が入る予定で、また、完成時には念願の

外科学実習と内科学実習が同時進行すること

が可能となります。

【獣医師国家試験】
　第57回獣医師国家試験には、日本大学獣医

学科からは162名が受験し、153名が合格しま

した。合格率は94.44%で合格者数では全国（全

国公立私立大16校を含めて）第1位、合格率

では全国第2位（私立大学では第1位）でした。

獣医学科ではここ数年、年4回の国家試験模

試と試験後の解説ならびに国家試験に対応し

た授業の充実など積極的な努力を行ってまい

りました。今回の結果は受験生ならびに教員

の熱意が実を結んだものと信じています。

【表彰,受賞】�
　平成17年度卒業生のうち優等賞が中嶋眞弓さん、

学部長賞が丸山総一教授（対

象：日本獣医学会賞の受賞）、

伊藤美絵子さん、秋葉由紀さん、

日本獣医師会会長賞が紫村眞

佐子さん、角笛会会長賞が渡

邊彩子さん・井上奈々さんに

それぞれ授与されました。

【博士(獣医学)の学位取得者】
課程博士：兼清　優氏、坂入

　　　　　旭氏、平井明香氏、

　　　　　庄司洋子氏、安井

　　　　　禎氏

論文博士：斎藤久美子氏

　　　　　山本明彦氏

【退職】
　佐々木栄英研究所教授（獣

医内科学）、椎橋孝専任講師（医

動物学）がご退職されました。

【人事・昇格】
　大場茂夫専任講師が総合臨

床獣医学研究室に、鯉江　洋

専任講師と坂井　学助手が獣

医内科学研究室にそれぞれ異

動しました。

【新任】
　上地正実助教授（獣医内科

学）、大滝忠利専任講師（獣

医臨床繁殖学）、安井　禎助

手（獣医解剖学）、滝山直昭

助手（獣医内科学）、丸山治

彦助手（獣医臨床病理学）、

加藤亜香根副手（学科事務室）

がそれぞれ着任しました。

　　　　　　　　　（鯉江　洋）

平成 18年度
満喜葉会活動報告

【満喜葉会役員会、新入生歓迎会の開催】

　本年度の満喜葉会役員会は、平成18年5

月27日（土）午後2時より日本大学生物資

源科学部資料館2F第1会議室において開催

されました。役員会は、内田駿一会長、な

らびに丹羽美次事務局長の挨拶の後、会則

に伴い内田会長を議長として議事に移り、

平成17年度事業報告ならびに決算報告が事

務局よりなされ承認されました。また、監

事より会計監査結果についての報告がなされ、

承認されました。続いて、平成18年度の事

業計画ならびに予算案が事務局より提案され、

審議の後、承認されました。また、来年に

予定されている満喜葉会60周年記念事業の

準備委員会（平成18年5月13日学部1号

館第6会議室にて第2回会議を開催）から

の報告、準会員に対する対応強化に向けて

の様々な意見交換がなされました。�

　役員会閉会の後、午後4時より場所を食

堂棟に移し、恒例の動物資源科学科新入生

歓迎会が、学科・満喜葉会の協賛で、学科

学術研究部の協力のもと盛大に行われました。

�学科の近況

【卒業生、新入生】

　平成17年度は、136名（男子42名、女

子94名）が卒業し、新たに満喜葉会正会員

の仲間入りをしました。また、本年度は、

143名（男子57名、女子86名）の新入生

が動物資源科学科に入学しました。例年よ

りは女子の比率が多少下がりましたが、今

年度も学部の中で最も女子学生の多い学科

となっています。

【昇格】

　平成18年4月1日付けで、宮原晃義助教

授（畜産食品科学研究室）が教授に昇格さ

れました。

【6号館の研究室再配置について】�

　湘南キャンパス整備計画の一環として、

昭和57年から学科所属研究室が配置されて

いた6号館の全面的な改装、それに伴う研

第一動物センター飼育室（マウス飼育室）

第一動物センター
行動解析室

（受動的回避行動
解析装置）�

究室の再配置が行なわれます。予定としては、

今年12月に仮研究スペースへの移動、改装

工事、備品等の設置の後、来年7月から8

月にかけて新研究室への移動、となってい

ます。現在6号館に配置されていた獣医学

科臨床系研究室が旧9号館跡地に新設され

る建物への移動があるため、新6号館は畜

産食品科学研究室（現在はミルクプラント

に配置）を含めた動物資源科学科全研究室

と獣医学科基礎系研究室の配置となります。

当学科の研究室占有スペースとしては、4階

全フロアと3階フロア（一部獣医学科研究

室が配置）が当てられており、現在、新研

究室、学生実習室、学科共通演習室等の設

計を行っている段階です。新研究室は、現

在の研究室スペースより大幅に拡張され、

また、昨年の会報でお知らせした「第一動

物センター」（写真）の開設とともに研究面積、

設備がさらに充実されます。今後は、更

なる研究・教

育活動の活性

化が期待され

ます。

　　（山室　裕）

上地 正実 助教授

大滝 忠利 専任講師

安井  禎 助手

滝山 直昭 助手

丸山 治彦 助手

加藤 亜香根 副手
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い も づ る 会
◇食品経済学科◇

連絡先　食品産業構造研究室
　　　　0466－84－3414　事務局長　大矢　祐治
　　　　E-mail：ooya@brs.nihon-u.ac.jp

あ す な ろ 会
◇森林資源科学科◇

連絡先　森林環境保全研究室
　　　　0466－84－3674　事務局長　阿部　和時
　　　　E-mail：kazuab@brs.nihon-u.ac.jp

平成 18年度幹事会
懇親会を開催

　平成 18年度の幹事会・懇親会が６月

３日（土）、横浜駅前の崎陽軒本店にお

いて開催されました。幹事会では平成17

年度の活動報告、会計報告と、平成 18

年度の活動計画、予算案のほか、２年後

に迎える「いもづる会創立 60周年」に

向けての基本的な事業案が提示され、承

認されました。学科の活性化に向けて、

卒業生と現役学生の活発な交流が行われ

ることが大きな目標として掲げられ、そ

の事業が本年度から一部開始することと

なり、その成果が２年後に期待されると

ころです。懇親会は多数のご来賓、会員

に出席頂き、学生幹事も含めて約 90名

の参加者により、盛大に行われました。

学科の近況
【新入生】
　今年の４月、当学科では150名（男子

101名、女子 49名）の新入生を迎えま

した。新入生の相互交流や教職員、上級

生とのコミュニケーションを図ることを

目的とした恒例の新入生研修会は、４月

22日（土）に鵠沼海岸で実施し、地引き

網、そこで採れたしらすなどを食材とし

た昼食会、ビンゴ大会、上級生による学

生生活の過ごし方のアドバイスなどを行

いました。また、あいにくの雨でアリー

ナでの開催となった５月27日（土）の「ス

ポーツフェスタ 2006」では２年ぶりの

優勝を果たし、１年生はお揃いの Tシャ

ツに優勝を祈念したロゴの通りの優勝に、

相互の団結、交流を一層深めることがで

きました。�

【多様な現地研修】
　2004年度から始まった新カリキュラ

ムが３年目に入り、１、２年生で基礎的

な科目を修得した学生が、多様な現地研

修を体験できる科目が今年度から開講さ

れました。そのうち、インターンシップ

では 12名の学生が食品メーカーや流通

業などで研修を行い、いきいきとした体

験報告を行いました。また、海外フード

システム現地研修では８名の学生が８月

27日から９月4日までタイを訪問し、ア

ジアにおける食料生産から加工、流通、

外食産業の実態を学んできました。

【人事】
　本年４月に、当学科の教授を長く務め、

また校友会の顧問であった来米速水先生

がご逝去されました。また昨年 11月に

は名誉会員の加藤譲先生がご逝去されま

した。ご冥福をお祈り致します。

　一方、本年４月には竹下広宣先生（京

都大学大学院地球環境学堂修了）が専任

講師として着任されました。また、大矢

祐治先生が教授に、稗貫峻先生が短期大

学部の教授にそれぞれ昇格されました。

９月末からは大石敦志先生が長期海外派

遣研究員としてワシントン州立大学へ１

年間留学されることになりました。学科

教員の活性化が期待されます。

　　　　　　　　　　　　　（礒田みゆき）

平成17年度あすなろ会
総会・懇親会を開催

　平成17年10月15日(土)、新高輪プ

リンスホテル　国際館パミール　暁光に

おいて、総会及び懇親会が開催されまし

た(隔年開催)。総会では事業経過・決算

報告、事業計画・予算、役員の改選など

が審議、承認されました。17・18年度役

員は次の通りです。石垣逸郎先生のお努

めされていた事務局長を、阿部和時先生

が引き継ぐことになりました。

平成17・18年度あすなろ会役員

会　長　　赤塚敏男

副会長　　金子賢治　宮島吉夫　佐藤恵子

監　事　　松崎和夫　佐藤貴喜

相談役　　日暮富士雄

事務局長　阿部和時

会計担当　宮野則彦

会報担当　鍛代邦夫

常任理事　塩澤南海治　本江一郎　

　　　　　濱本和敏　石垣逸郎

　　　　　井上公基　海老原満　

　　　　　後藤一雄

水上演習林タレキ沢で植生の勉強をする
学生たち/森林生態学実習�

平成18年度あすなろ会
理事会を開催

　平成18年度理事会を10月14日(土)、

日本大学生物資源科学部10号館で開催いた

します。あわせて、平成17年度農林水産祭

天皇杯を受賞された田中惣次氏(18期)、間伐・

間伐材利用コンクールにおいて林野庁長官

賞を受賞された天竜森林組合・吉良達氏(45

期)による講演会を開催する予定です。学生

に向けて森林・林業をとりまく現況と将来

について語っていただくことにしています。

学科の人事

　本年4月に櫻井尚武教授(前森林総合研究

所勤務)、松本こずえ副手(平成17年度森

林資源科学科卒業)が着任されました。また、

同じ4月に畠中聖奈副手が海洋資源科学科

へ異動されました。さらに9月には、木平

勇吉教授が退職されました。�

演習林は今も
　あすなろ会のみなさまであれば、実習や

ゼミで一度は水上演習林へおでかけのはず

です。造林実習で植樹をしたり、測量実習、

経理学、生態学、動物学等の調査実習、卒

論研究、ゼミなど、様々な思い出がよみが

えるのではないかと思います。このタレキ

沢は演習林でも一番奥にあり、ご存知の方

は少ないのかもしれません。今年、森林生

態学実習で、サワグルミとジュウモンジシ

ダの植生を観察するためにこの沢に入って

みました。実は、この沢の入り口にこの季

節にしか姿を見せない植物が存在するのを

知っていたので(何かは内緒です)、それを

探しに入りました。残念ながら目的の植物

の姿はありませんでしたが、沢筋の典型的

な植生を学ぶ目的は十分に果たすことがで

きました。演習林は今も、森林資源科学の

学生にとって、楽しいフィールドなのです。

皆様もお近くをお通りの際には、お立ち寄

りください。

皆様へ
　あすなろ会々員のご活躍のご様子を、お

知らせください。自薦、他薦、どのような

形でも、どのようなことでもお知らせいた

だければ幸甚です。当誌をはじめ、会報記

事として掲載させていただきたいと存じます。

よろしくお願いいたします。

 　　　　　　　　　　　　　　　(鍛代邦夫)
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桜 水 会
◇海洋生物資源科学科◇

連絡先　海洋資源育成環境学研究室
　　　　0466－84－3680　事務局長　杉田　治男
　　　　E-mail：sugita@brs.nihon-u.ac.jp

工 学 会
◇生物環境工学科◇

連絡先　環境土木施設工学科研究室
　　　　0466－84－3828　事務局長　青木　正雄
　　　　E-mail：m--aoki@brs.nihon-u.ac.jp

平成18年度桜水会
総会・懇親会を開催

　平成 18年７月１日（土）午後３時よ

り湘南キャンパス 10号館において平成

18年度理事会・代議員会および総会が

開催され、平成 17年度事業報告、決算

報告、監査報告、平成18年度事業計画、

予算報告などが行われました。さらに本

会において、桜水会事務局長が吉原喜好

教授から杉田治男教授に交代することが

報告されました。午後５時より会場を食

堂棟３階ＮＵホールに移し、盛大に懇親

会が開催されました。数年前より卒業生

と準会員である在学生との交流を深める

意味で、４年次学生（40名）も参加し、

出席会員（46名）は若い在学生と話を

平成18年度桜水会懇親会

懇親会にて日大節

畠中　聖奈　副手

する機会を得、また在学生は先輩方に進

路相談などをする機会も得、両者の懇親

が強く深められて大変好評でした。

専修コースがJABEEに
認定される�

　海洋生物資源科学科は３年次より「専

修コース」および「広域教育コース」の

２コースを設定しております。専修コー

スは、技術者教育の質的同等性を国際的

に認め合うことを取り決めたワシントン

協定（Washington Accord）の加盟

機関・日本技術者教育認定機構（JABEE）

の認定基準に適していることが 2005年

度から認められました。従って、本コー

ス修了者は、国際的にアメリカ、イギリ

ス、オーストラリアなどの認定コース修

了生と質の同等性が保証された学生とし

て認められ、また、国家資格である「技

術士」の一次試験が免除され、「修得技

術者」になれます。一方、広域教育コー

スでは従来通りの海洋生物資源科学の知

識を基盤とし、選択できる科目を多くし

て他学科および他学部の開講科目も履修

し、さらに広域の専門技術者になれます。

　認定審査に際し、会員の皆様より多大

なるご協力を得た事を記し、感謝申し上

げると共に、今後の継続審査へのご支援

をお願い申し上げます。

人　　事
　平成１８年４月１日付けで、森　司専

任講師が助教授に、間野伸宏助手が専任

講師に、それぞれ昇

格されました。また、

４年間に亘り学科の

ために尽力いただい

た蒲地美砂副手が本

年３月 31日をもっ

て退職されました。

後任として平成 16

年３月に本学科を卒

業し、２年間森林資

源科学科で副手をされた畠中聖奈副手が

着任されました。宮内浩二助手は日本大

学海外派遣研究員（中期）として本年３

月に半年間の予定でノルウェー王国トロ

ムソ大学に出発されました。

　本学部・学科の発展にご尽力いただい

た元専任講師の小橋二夫先生が本年１月

30日に、ならびに元教授の添田秀男先

生が本年７月26日にご逝去されました。

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

　　　　　　　　　　　　 （松宮政弘）

講演内容に聞き入る準会員

準会員との交流・情報交換を通じ
て更なる活性化をめざす

　平成17年6月の役員改選によって選出さ

れた，酒川和夫新会長を中心とする体制の

もと、会の目的である“会員の親睦”と“母

校の発展”を実現すべく、学科や準会員（学

生）との密接な関係構築に向けた数々の協力・

支援活動を展開しています。�

〔総会・講演会・懇親会〕
　平成17年12月3日（土）に開催しまし

た総会では、これまでに加え講演会を実施

しました。�

　この講演会では、本学科卒業生で専任講

師の笹田勝寛先生による講演の他、外部か

らの講師として小松俊夫氏を迎え、ご自身

が実務のなかで携れた経験をもとにした『ヤ

ンバルの森から－開発と自然との共存をめ

ざした実践例－』と題しての講演をいただ

きました。生物環境工学にもなじみの深い

テーマでの講演に、参加した準会員（学生）

達には日頃の授業内容と実社会・仕事との

接点を理解する機会となりました。また、

酒井健夫学部長をはじめ、校友会各分科会

長を迎えての懇親会においても準会員を招

いた講演会の先駆的実施が話題となり、高

い評価を得たことから今後も実施していく

こととなりました。

〔準会員との交流・支援〕
　これまでにもスポーツフェスタにおける

学科Ｔシャツや卒業時の記念品の贈呈等を

実施してきました。本年はこれらに加え、「フ

レッシュマンセミナー（FS）」への協力支援

を実現しました。FSは新入生を対象に「生

物環境工学とは?」また「学科での勉学をい

かした仕事とは?」などを学ぶ授業です。こ

の一環として、平成18年6月24日に酒川

会長を講師に「環境問題を考える」と題し

た講演がおこなわれました。会長自身が本

学科卒業後にかかわられた仕事を踏まえて

の内容に、新入生は将来の就職について考

える機会を得たようです。�

　今後も学科の先生方からのご協力を得な

がら、本会がOBOG会として支援できうる

就職情報提供や学科振興に関する事業を展

開していく所存です。

鈴木　哲也　助手

学科の動向

　本学会はJABEEの地域環境工学プログラ

ム・農業工学関連分野の認定継続を得るこ

とができました。会員の皆さまのご協力に

感謝申し上げます。�

〔人事〕
　平成 17年 10月、

辻 厚志助教授が定年

のため退職されました。

長い間ご苦労様でした。

これからもご健勝で活

躍されますことを願う

次第であります。�

　本年4月、鈴木哲也

先生が助手として環境

土木施設工学研究室に着任されました。先

生は、熊本大学大学院自然科学研究科博士

課程を修了され、農業土木にかかわる民間

企業でのご活躍の経験もある方です。�

　また、本年4月、都甲洙先生が専任講師

に昇格されました。両先生には、今後、学

生指導・研究活動にご活躍をお願いいたし

たいと思います。�

〔事務局より〕
　会員の皆さまで、住所変更や改姓がござ

いましたら、お手数ですが上記までE-mail

又はお葉書にてご一報ください。

　　　　　　　　　　　　　　　（藤沢直樹）
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Ｆ Ｔ 会
◇食品科学工学科◇

連絡先　食品学研究室
　　　　0466－84－3981　事務局長　竹永　章生
　　　　E-mail：takenaga@brs.nihon-u.ac.jp

拓 友 会
◇国際地域開発学科◇

連絡先　国際経営研究室
　　　　0466－84－3457　事務局長　早川　　治
　　　　E-mail：osamu@brs.nihon-u.ac.jp

日本大学生物資源科学部校友会会報平成18年10月1日 第59号

平成18年度
拓友会総会・懇親会開催

　平成18年度拓友会総会が、平成18年6月

24日に日本大学生物資源科学部本館13階で

行われました。内田俊太郎会長の挨拶があり

議事進行致しました。�

　第1議題の平成17年度事業報告案が早川事 

　務局長から説明され、原案通り承認されました。

　第2議題である平成17年度決算報告と監査

　報告について、会計監査より適正に処理され

　ている旨報告がなされ、慎重審議の結果、承

　認されました。

　第3議題の平成18年度事業計画(案)が承認

　されました。

　第4議題の平成18年度会計予算(案)が審議

　され、原案通り承認されました。

　総会終了後、恒例となりました懇親会開催

までの間、OB並びに学生による報告会が行

われました。今年度は、北野ゼミ4年生の山

口千加さんから「韓国慶熙大学校留学報告」、

OB報告は平成13年卒業の中島紀昌さんから「ブ

ータンにおける協力隊活動」の報告がありま

した。報告後予定時間をオーバーしてOB諸

氏との熱心な質疑応答が交わされました。�

　「国際地域開発学科会議室」に会場を移して、

懇親会をスタートしました。OBの中には数年

ぶりに湘南校舎を訪れ、あまりの変貌に「迷

子になる所だった」との一言、OBの現役時代

のエピソードを交えながら、学生達との懇親

の輪がいくつもでき和気藹々と会は続きました。

学科の動き
【教員の海外調査・研修】
　JICA筑波国際センターのキューバ小規模稲

作技術コース研修員一行９名が5月24日に本

学科を訪問し特別セミナーを開催したのを初め、

8月19日～9月5日のガーナ海外研修には1

～3年次の学生15名が参加、10月1日より

一ヶ月間滞在されたインドネシアのボゴール

農科大学のヘルー先生による公開セミナーが

あり、また10月30日～11月5日にはタイで

農業・農村の実態調査とアグリビジネスの展

開状況を調査、2006年1月にはメキシコ・オ

アハカ州で社会開発，経済振興，環境保全に

取り組むローカルNGOの活動を調査、3月に

はフィリピン国ルソン島アルバイ州ギノバタ

ン町における実験農場を拠点に学生による開

発協力プロジェクト活動を行いました。この

ような多様な活動が、学生のモティべーショ

ンを大いに高めています。�

【新任・退任】
　4月から着任された新任

の市村嘉奈子副手は本学科

OGで、3月に卒業したば

かり。趣味はスポーツ、日

大サマースクールでケンブ

リッジ大学に留学、英語が

得意とのこと。今後のご活

躍を期待しております。

　平成13年から勤務されていた山口貴子副手が、

3月に退職されました。着任早々の東京からの

引っ越しに続き、こちらでの学科事務を軌道に

乗せていただきました。5年間どうもありがと

うございました。これからのご健勝をお祈りい

たします。

【訃　報】
　緒方行廣先生逝去
　去る1月2日、学科OB

でもあり、研究・学生指導

に熱く取り組んでおられた

緒方先生が惜しくも逝去さ

れました。先生は昭和49

年に卒業後、文理学部の大

学院を経て56年から本学

科に勤務され、開発社会学をはじめとする科目

を担当、ゼミでも学生に大いに慕われました。

緒方先生を失うことは計り知れない痛手であり、

じつに残念でなりません。心より先生のご冥福

をお祈り申し上げます。

市村嘉奈子　副手

実験農場内で椰子を飲みながら休憩OB 中島紀昌氏よりの報告

ＦＴ会活動報告
○ＦＴ会理事会開催
　ＦＴ会理事会が平成18年4月22日午後

4時より本学湘南校舎食品科学工学科会議室

において行われました。理事会では平成17

年度事業報告および会計収支決算が報告され、

承認されました。さらに、平成18年度事業

計画案および会計収支予算に関して報告が

行われ、承認されました。

○平成18年度 ＦＴ会総会開催�
　平成18年度ＦＴ会総会が平成18年6月10

日午後3時より本学湘南校舎において行われ

ました。総会は関村 具由会長(第1期生)の

挨拶で開会し、平成17年度事業報告および会

計収支決算が報告され、承認されました。さ

らに、平成18年度事業計画案および会計収支

予算に関して報告が行われ、承認されました。

○準会員（在学生）への活動
　平成17年10月にＦＴ会補助のもと、3年

生と教員との懇親会が盛大に行われました。

また、平成18年3月25日には第41期学生

の中から学業および人物優秀な学生へ贈られ

るＦＴ会長賞を授与いたしました。平成18

年度は大貫美映さんと前田　彩さんが選ばれ、

金一封が贈られました。最後に、平成18年

5月27日に行われたスポーツフェスタでは

参加した新入生へ飲料物を補助いたしました。

なお、成績は優勝まであと一歩でありましたが、

スポーツフェスタはたいへん盛り上がりました。

学科の近況
○新カリキュラム
　平成18年度から食品科学工学科のカリキュ

ラムが変更となりました。現在の食品業界お

よび研究分野に必要な新規科目を設定しました。

1年次には食品製造実習を設け、当学科の卒

業生のご協力で工場見学(サガミハム株式会社)

を実現し、ソーセージ製造から官能検査およ

びコンピュータ実習まで、生産管理に必要な

知識と技術を習得できるようにしました。

○新　任
　高橋恭子専任講師が平成18年4月1日付

で日本大学医学部医学科より着任されました。

研究室は食品機能化学研究室(旧1研、旧食

品製造学研究室)に所属されます。高橋先生

は東京大学にて農学博士号を取得され、ア

レルギーの分子機構の解析を中心として、

高親和性IgE受容体b鎖発現調節を研究さ

れてます。今後のご活躍が期待されます。

○帰　国
　古川壮一先生（食品微生物学研究室）が

平成18年4月にアメリカ・ダートマス大学

から帰国されました。今後の教育・研究活

動でのご活躍が期待されます。

○訃　報
　平成18年3月31日付でご退職されまし

た木村貞司教授(食品機能化学研究室、旧食

品製造学研究室)が平成18年9月8日にご

逝去されました。木村先生は学科設立当初

から勤務され、現在の学科の基盤となる多

くの場面に関わり、学科発展および学生指

導にご尽力頂きました。告別式は先生との

お別れを惜しむような雨の中、先生にお世

話になった方々に見守れながら行われました。

先生のご冥福を謹んでお祈り申し上げると

ともに、これまでのご尽力に感謝申し上げ

ます。

事務局より
　会員の方々で、住所変更や改姓などがご

ざいましたら、ぜひ事務局までお知らせ下

さい。                               　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　(阿部　申)�
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む つ あ い 会
◇短期大学部農学科◇

連絡先　環境生態学研究室
　　　　0466－84－3747　事務局長　浅野　紘臣
　　　　E-mail：asano@brs.nihon-u.ac.jp

生活環境学科校友会
◇短期大学部生活環境学科◇

連絡先　短期大学部生活環境学科　住居学研究室
　　　　0466－84－3751　事務局長　飯尾　　満
　　　　E-mail：miio@brs.nihon-u.ac.jp

日本大学生物資源科学部校友会会報平成18年10月1日 第59号

2005年度校友会総会
懇親会の開催

　2005年度の総会・懇親会は、11月12

日(土)午後5時30分より渋谷にある「権

八」を借り切って開催されました。今回

はハチ公にちなみ、てつろうさんによる

88秒間の弾き語り、一円玉888枚、蜂蜜

や八ツ橋など「ハチ」に関わる賞品を揃

えたビンゴ大会が大好評でした。あちら

こちらでおいしい料理に舌鼓を打ちなが

ら近況報告や昔話に花を咲かせている光

景が目に付きました。参加者の皆さんそ

れぞれが楽しいひとときを過ごすことが

できたようです。�

学科の近況
生活環境学科の廃止と新学科の設立
　平成元年に設立された生活環境学科ですが、

生物資源科学部への編入希望者の増加に対

応するため農学科と統合し、装いも新たに

生物資源学科として生まれ変わることにな

りました。これにより定員150名という湘

南キャンパスでは最大規模の学科となります。

詳細は短期大学部のホームページをご覧く

ださい。なお生活環境学科の廃止に伴い、

校友会のこれからのあり方について考える

必要があります。いずれ総会を開催し、皆

様のご意見を頂戴したいと考えております。�

卒業生
　2005年3月に93名が無事卒業しました。

卒業後の進路は、生物資源科学部編入36名、

他大学編入７名、大学・短大への新規入学、

留学２名、専門学校11名、就職14名、そ

の他はアルバイト・家事などでした。他大

学への編入は日本大学国際関係学部、玉川

大学、東京農業大学などがあげられます。

また就職については、日本大学をはじめと

して、長野郵便局、はまぎん事務センター、

三浦藤沢信用金庫、スズキ等様々な分野へ

の進路実現を果たしています。�

在学生
　本年度の入試は倍率1.2倍と昨年度の1.3

倍より率を若干落としたものの、4月には

78名の新入生が入学しました。生活環境学

科としては2年生と合わせて173名の学生

が在籍しています。�

退　職
　飯塚　統教授(環境科学)がこの三月をも

って退職されました。先生は短期大学部の

草創期から教壇に立たれ、多くの学生を指

導されてこられました。短期大学部におい

ては、まさに「生き字引」のような存在で

いらっしゃいました。とりわけ生活環境学

科の設立に際しては、その豊富な知識とご

経験を大いに発揮され、ご尽力なさいました。

本年度は引き続き非常勤講師として教壇に

立たれています。

事務局より
　飯塚　統先生のご退職に伴い、新事務局

長として生活環境学科長飯尾　満教授が就

任たれました。

　今年の総会・懇親会は11月18日に横浜

中華街の「聘珍楼」を会場として実施いた

します。詳細は改めてご連絡差し上げるこ

ととなります。諸先生方も皆様にお会いす

ることを楽しみにしておりますので、ご友

人とお誘い合わせの上、是非ご参加ください。

　会員の方々で住所変更や改姓がございま

したら、お手数ですが上記までメールかお

葉書にてご一報ください。　　　（蒲原義明)

ぎし日を語り合いながらひと時を過ごしました。

　なお、式典に先立ちまして平成17年度総

会が第１会議室において開催されました。�

（左の写真は総会後の記念写真）

学科の近況

【在籍者数】
　平成18年度は47名（女子19名）が入学

しました。２年生51名（女子28名）が在

籍し、合計98名の準会員が在籍しています。

【卒業生の進路】
　平成18年３月25日に、56名（54期）が

卒業して正会員になりました｡卒業生の進路

は、編入学30名（生物資源科学部23名、

他大７名）、大学校・専門学校４名、就職７名、

自営１名、その他14名でした。卒業生の累

積は、3,504名となりました。

新学科「生物資源学科」誕生
　平成19年度より農学科、生活環境学科を

廃止し、「生物資源学科」が新設されます。

新学科は、「自分の道を定める２年間」をモ

ットーに定員150名です。社会のニーズを

見据え、「豊かで、持続性のある社会」を構

築するために欠かせない、食料の確保・供給、

生物資源の生産、生命の科学、環境問題へ

の対策、そして利用から流通までを横断す

る多彩なカリキュラムを設定することで、

幅広い視野から多種多様な課題をとらえ、

時代の動きに即応できる人材を育成します。

また、生物資源科学部のどの学科にも編入

学ができるように配慮したカリキュラムと

なっています。詳細は以下のホームページ

をご覧ください。�

　なお、農学科は平成18年度入学者が卒業

するまで存続します。新学科の校友会につ

いては、これから関係者と相談して決める

ことになります。

事務局より

【原稿募集】
　むつあい会々報では、広く会員から原稿

を募集しています。学生時代の思い出や社

会人になってからの体験など、何でも結構

です。字数は500～800字（顔写真等歓迎）、

体裁は自由です。ふるってご応募ください。

【学科ホームページ】
　農学科および研究室の紹介は、以下の

URLでご覧いただけます。�

http://hp.brs.nihon-u.ac.jp/̃tandai/index.html

　5月27日(土)スポーツフェスタ2006が開催

されました。写真は1年生主体で臨んだジャ

ンボ縄跳びです。昨年優勝しましたが、惜

しくも連覇できず準優勝でした。

平成17年度総会・むつあい会
50周年記念式典開催

　平成17年10月22日(土)、NUSCホー

ル（食堂棟）において北海道から九州まで津々

浦々よりむつあい会会員74名と、各校友会

分会長、学部執行部、学科ゆかりの方々、

学科教職員等招待者のご臨席を頂き、むつ

あい会50周年記念式典が盛大に開催されま

した。式典は、冨澤寿樹実行委員長（元会長）

の挨拶に始まり、鈴木勝春現会長のむつあ

い会50年のあゆみ報告、功労者（歴代の会

長、事務局長）の表彰、楠元守元農学科長

の瑞宝小授章受賞(第28号既報)をお祝いし、

記念品が会長より贈られました。

　ひきつづき、来賓挨拶、来賓紹介が行われ、

天野六江初代会長の乾杯の音頭で懇親の宴

にうつりました。50年という長い月日の過
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応用生物科学科校友会
◇応用生物科学科◇

連絡先　蛋白質科学研究室
　　　　0466－84－3700　事務局長　司馬　肇
　　　　E-mail：chang@brs.nihon-u.ac.jp

支 部 だ よ り
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平成17年度総会・懇親会を開催�
　平成18年1月21日（土）日本大学生物

資源科学部湘南校舎において総会が開催さ

れました。やむをえない事情により大谷会

長と飯塚副会長が不在の総会となりました。

まず、事務局長が校友会の現状と過去3年

間の状況について報告し、承認されました。

次に会計担当が会計収支決算の報告を行い、

承認されました。次回の総会開催までの3

年間の活動計画と会計収支予算については、

事務局の原案が承認されました。総会後、

来賓、学科の先生、在学生の出席を得て懇

親会が行われました。�

懇親会にて

バレーボール大会の集合写真

宮城県支部の近況

連絡先
　〒981-3131　仙台市泉区七北田字町31番地
　　　  　小野　隆事務所　　　  支部長　小野　　隆
　　　　TEL.022－372－4637　FAX.022－374－8844
　　　  E-mail：takashi@enax.net

神奈川県支部生物資源科学
（農獣医）部会の近況

連絡先
　〒252-8510　神奈川県藤沢市亀井野1866
　生物資源科学部（農獣医）部会事務局長　世良田　和寛
　　　　TEL.0466－84－3691　FAX.0466－80－1106
　　　  E-mail：serata@brs.nihon-u.ac.jp

　7月24日(月)江陽グランドホテルにて平

成18年度(第３回)総会・懇親会を開催いた

しました。茂澤 杲(農化・S26)校友会会長、

遠藤文雄(医学部・S34)日本大学校友会宮城

県支部長、小松文嗣(獣医・S39)校友会山形

県支部長にご臨席いただき、鎌田幹事長(農化・

S52)の司会で開会、小野支部長(食工・S41)

より謝辞・開会挨拶し、ご来賓より母校、校

友会の現状・将来像、校友子女入学試験等の

ご挨拶を頂きました。�

　総会は、小野支部長を議長に櫻田幹事・会

計(拓植・S47)の議事説明で審議、採決し、

提案議題はいずれも原案通り承認いただき、

未加入校友への継続的な勧誘を確認し、また、

仙台市内では距離的に参加が難しいという会

員へ配慮して、今年は石巻市雄勝町で会員経

営の民宿を会場に釣りをメーンとした移動交

流会を計画いたしました。�

　懇親会は、田代幹事(食工・S47)の司会で

開会し、千葉副支部長(畜産・S43)の開会挨拶、

武藤監事(林学・S28)の発声で乾杯し、和や

かな雰囲気のなか懇談が進み茂澤会長のお話

に国内8支部、台湾支部の校友会どうしの交

流も活発な校友会活動として推進して行きた

いとのことには、校友会で是非音頭を取って

積極的に進めていただきたいとお願いしました。

また、私どもからは、卒業生の把握について

は個人情報保護法というルールがあるという

ことですが、何か適当な方法で校友情報を提

供していただけるようお願いするなど時間の

経過も忘れて和気靄靄とした懇談が続いてお

りましたが、次回の再会を約束して全員で校

歌を斉唱し、泉野三郎(水産・S35)さんの音頭

で万歳三唱して盛会の中にお開きとなりました。

　　　　　　　　　　　(事務局長　櫻田　昇)�

　平成18年度総会・懇親会が17年9月30日

(金)18時より、クランドホテル湘南にて招待

者8名を含み36名の出席で挙行されました。

総会は高橋秀行副会長が開会のことばを述べ

山形県支部の近況
連絡先
　〒990-2433　山形市鳥居が丘４-55
　　　　日本大学山形高等学校　　　池田　卓郎
　　　  　TEL.023－641－6631　FAX.023－641－6634
　　　　E-mail：t_ikeda@ymgt.hs.nihon-u.ac.jp

　平成18年度山形県支部総会が平成18年２

月18日(土)に「プロが選ぶ日本のホテル旅

館100選で総合第３位」となった、かみのや

ま温泉「にほんの宿　古窯」にて会員31名出

席、来賓として本学部校友会より内田俊太郎

副会長(拓友会会長)、農芸化学科・隅田裕明

助教授、宮城県支部・��鎌田雅敬幹事長、日

本大学山形高等学校・坂野忍校長、山形県工

科系校友会・小林高明支部長のご臨席を賜り

開催された。�

応用生物科学科の近況

【在籍】：現在応用生物科学科の在籍学生数
は560名（男子343名、女子217名）で、

学年別では、4年生136名、3年生139名、

2年生137名、1年生148名となっています。

大学院関しては、応用生命科学専攻に在籍

する本学科の学生数は博士前期課程30名、

博士後期課程4名となっています。

【退職】：副手の本多紘子さんは本年３月を
もって退職されました。短い間ではありま

したが、本当にお世話になりました。心よ

り御礼申し上げます。今後のご発展とご活

躍をお祈り申し上げます。

【新任】：本年4月1日付で、本多さんの後
任として、本学科の卒業生である岩垣志乃

さんが副手として着任されました。

【海外留学】：苫名充先生（動物細胞学研究
室）が本年3月にアメリカ合衆国（Mount 

Desert Island Biological Laboratory）よ

り無事ご帰国されました。岩淵範之先生（分

子微生物学研究室）は本年3月より1年間

オランダのフローンインゲン大学に留学し、

Henk J. Busshcer教授のもとで研究を行い

ます。

協賛活動
　平成18年7月21日に在学生による研究

室対抗バレーボール大会が本校友会協賛の

もと、体育館で盛大に行われました。決勝

戦では核酸科学研究室チームが分子微生物

学研究室チームを打ち破り、優勝しました。

生体制御科学研究室チームは植物細胞学研

究室チームに勝利し、3位となりました。参

加した学生は皆、笑顔で楽しい一日を過ごし、

お互いに親睦を深めていました。

事務局より
　以前、会員の皆様方にはお知らせという

かたちで校友会の由来、目的と現状につい

て説明をさせていただきました。今後、事

務局ではアンケート調査を通じて、引続き

会員の皆様方が校友会に対して何を期待し

ているのか、どのような総会・懇親会を望

んでいるのかなどについて把握していきた

いと考えております。どうかご協力くださ

いますようお願い申し上げます。

　最後に、住所変更、改姓、お問合せ等ご

ざいましたら、お手数ですが、事務局まで

ご連絡ください。　　　　　　　（司馬　肇）

　総会は、桜井麻男支部長の挨拶の後、議長

に黒坂治(森林資源科学科)を選任し、提案さ

れた会務会計報告及び収支予算(案)、役員改

選等を審議、原案通り承認、可決された。新

役員は、支部長小松文嗣(獣医学科)、副支部

長植松恒美(農芸化学)、小林憲一(生物環境

工学科)、幹事長新関博夫(獣医学科)、監査

佐藤龍男(生物環境工学科)、村山正則(農芸

化学科)、事務局長池田卓郎(農芸化学科)、

各学科から数名の幹事が新役員となり、また、

顧問として桜井麻男(動物資源科)、安達　勇(植

物資源科)両氏が加わった。

　総会終了後講演会に移り、今年は隅田裕明

助教授から「我が国の低食料自給率が国土環

境に及ぼす影響」と題しご講演があり、引き

続いて内田俊太郎副会長から「校友会の近況

について」、坂野忍校長から「本中学・高校の

教育方針等について」お話がありました。

　懇親会は、小松文嗣新支部長の挨拶、来賓

の山形県工科系校友会・小林高明支部長、宮

城県支部・鎌田雅敬幹事長から各支部の活動

状況についてご紹介があり、安達勇新顧問の

乾杯の音頭で開演し、学科毎の自己の近況報

告等もあり、時間の経過と共に大いに盛り上

がりました。終わりに日本大学校歌を斉唱し、

次回の再会を誓い盛会のうちに終了した。

　　　　　　　　　　　　(幹事長　新関博夫)
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山梨県支部の近況
連絡先
　〒405-0044　山梨市市川1403
　　　　　　　支  部  長　古屋　勝美
　　　  　　TEL・FAX.0553－22－5183
　　　　　E-mail：furukathu1211@fruits.jp

高知県支部の近況

連絡先
　〒780-0084　高知市南御座9-19
　　　　事務局　前川　卓也
　　　  　TEL.088－880－0538
　　　 　E-mail：maekawa@mb.inforyoma.or.jp

校 友 だ よ り

〔次ページへ〕

平成14年度　大学院生物資源生産科学専攻

　　博士前期課程修了　　　長島　賢司

　農林水産省に入省し、

今年で４年目になりました。

現在は統計部経営・構造

統計課に所属し、農業経

営統計調査（肥育牛生産費）

の作成に携わっています。

　この調査は肥育牛（肉

用として生産される和牛、国産牛のこと）を生

産するときの農家コストを調査するもので、こ

の結果を基に行政価格が算出され、牛肉市場に

おける需給調整に使われています。私たちの家

計に影響する調査なので、１円単位で高精度の

結果が求められ、直接牛に投下する飼料費や光

熱費の他、家族労働費や使用した建物、農機具

の減価償却費など目に見えない費用も把握し、

作成する調査表の項目数は実に1,200にもなり

ます。全国の肉用牛農家の中から無作為に抽出

した農家を調査しますが、私の仕事は実査部門

である地方農政局や農政事務所への調査方法の

指示、できあがった調査表の審査、照会、そし

て全国の平均値を集計して公表するという業務

です。実際に農家に赴いて調査をするというこ

とがないので、数値の妥当性を判断するために

は農業、農学の知識が当然必要で、さらに費用

を細かく分類するために簿記の知識も必要です。

学生生活を終えて
10年目にして思うこと･･･�

平成７年　農業工学科卒業

平成９年　大学院農学研究科農業工学専攻

　　博士前期課程修了　　　　浦上　健司
　私は株式会社インテージという市場調査会社

の、農山村を中心とした地域での調査や計画策

定を手がけるセクションに在籍し、今年で入社

9年目になります。「ん?修了年次と合わな

い･･･」。実は、修了後の１年間は、現在とは

異なる会社で地域計画系のアルバイトをしてい

ました。しかし、業務のサブ担当者も任され、

出張をこなすこともありました。�

　このように、一風変わった社会人生活をスタ

ートした私。学生時代も少々変わっていました。

学生時代に学んだことがかなり役に立っている

と感じます。�私たちはこうして集計した結果を

毎年１回公表しています。統計書はそれだけを

見ても面白いものではありませんが、累年的に

みることで様々な変化を感じることができ、新

たな発見をすることもあります。畜産業は他の

農業と比べて大規模化、機械化が進み、先進的

だと言われていますが、それが生産物のコスト

にどのように影響してきたのか、また、近年の

BSE問題や原油価格の高騰はコストに影響する

のか、調査結果の概要版が農水省のHPに掲載

されていますので、興味のある方はご覧くだ

さい。�

◆定期総会を開催する。(創立20周年記念)
　平成17年10月22日(土)石和温泉ホテ

ル糸柳において、県支部総会並びに懇親会

を開催しました。学部校友会より来賓とし

て内田拓友会会長、石川代表幹事、谷地代

表幹事の各氏のご臨席をいただき、県内各

地から会員26名の出席となりました。

　定期総会は、活動経過と会計報告は原案

通り承認されました。役員改選は、支部長(古

屋氏、35年卒)副支部長(越石氏、51年卒)

事務局長(保坂氏、40年卒)代表監事(林氏、

35年卒)相談役(小越氏、27年卒)等新し

く13名の方が就任しました。今まで支部活

動にご尽力いただいた6名の方が一身上の

都合により退任され、小越・丹沢両氏に対

し学部校友会会長より感謝状と記念品の贈

呈がありました。来賓各位から祝辞と躍進

する大学の近況や校友会の活動報告をいた

だいて閉会となりました。�

　引き続き、新支部長の挨拶と乾杯のご発声

により懇親会が開催されました。初参加の会

員もいましたが各自のスピーチやカラオケと

進み、時間を忘れ多いに盛り上がりました。

　最後に、全員で大学校歌を声高らかに歌い、

次回の再会を約束して散会しました。

◆新執行部スタートする。
　平成18年1月21日(土)石和温泉ホテル慶

山において、小越相談役のご出席をいただき、

執行部・事務局会議を開催しました。会議内

容は、引継ぎの確認と平成18年度の活動方針

及び収支予算、支部規約の一部改定について

協議しました。終了後、親睦を兼ね懇親会を

開きました。�

◆平成18年度学部校友会総会へ出席し
　て思うこと・・・
　平成18年7月8日(土)東京赤坂プリンス

ホテルにて開催されました総会と懇親会へ出

席しました。事業・会計報告や新年度事業計画・

予算案が慎重に審議され、懇親会は多数の方々

とお話ができ、絆を深め有意義な時を過ごす

ことができました。

　特に、地方支部からの要望として、大学発

展のためには地方の拠点活動が重要であります。

しかしながら県支部は、現在9支部しか結成

されていない寂しい現況でありますので、地

方支部への積極的な支援活動を期待するとと

もに、支部結成に向かって関係者各位のご奮

起をお願いしたいところです。　　(古屋　記)�

　去る8月19日(土)高知市の料亭「葉山」

において、第18回高知県支部が開催されまし

た。ご来賓の茂澤本部校友会会長、学部次長

　徳山龍明教授、特別会員の高坂鉄雄先生を

県内各地から集まった校友が囲み18名の出席

者となりました。�

　総会は森田支部会長挨拶で開会し、続いて

茂澤会長から、再任から1年を振り返っての

校友会活動と、引き続き大学と学生をサポー

トし校友会活動を改革していく決意をお話し

していだだきました。�

　次に徳山教授からは、少子化等の影響で従

来の学生を選ぶ大学から、学生に選ばれる大

学に変化している現状を踏まえ、学部の現況

と魅力ある大学であり続けるための取り組み

についてお話いただきました。

　高坂先生からは高知県支部創設の母体とな

ったいもづる会高知県支部の思い出や現在に

至るまでのかかわりと先生の現況をユーモア

たっぷりにお話いただきました。

　引き続いて議事に入り、平成17年度事業お

よび収支決算報告、平成18年度活動方針およ

び予算はすべて原案通り承認されました。

　その他、当支部では毎年名簿を作成してお

りますが転勤・転居により連絡が取れなくな

っている会員も相当数存在していること、個

人情報保護法施行にともない、名簿の取り扱

いも慎重に行わなければならないことが話題

となりました。

　続いて高知名物の皿鉢料理を囲み、長崎支

部相談役の乾杯で懇親会となりました。いつ

もながら飲み放題システムにしておいて良か

ったと感じる事務局でした。

　最後に森田会長の音頭で校歌を斉唱し、日

本大学にエールを送ったのち、茂澤会長から

高知県支部に対し温かいエールをいただいて

総会はお開きとなりました。　(事務局  前川)

られたのち、秋元美治会長が挨拶され、議事

は滞りなく終わり、高橋善男副会長が閉会の

ことばで終了しました。

　懇親会は定刻の19時から、佐々木透副会長

の司会で開会され、開会ことばを川井富寿副

会長、会長挨拶後に日本大学校友会神奈川県

支部長代理門倉正憲氏、日本大学生物資源科

学部校友会会長茂澤杲氏、日本大学生物資源

科学部学部長代理徳山龍明次長より祝辞を頂き、

前会長高坂鉄雄氏の乾杯で宴が催された。ア

トラクションでは高橋善男氏奥様(樋渡蓬水

さん)による『五条橋』の薩摩琵琶が演奏さ

れた。さらに恒例のビンゴゲームが催され、

最年長の元日本大学常務理事山澤新吾氏の万歳、

長尾壮七先生の閉会のことばで盛大に懇親会

は終了致しました。

　この神奈川県に生物資源科学部が存在しま

すので、大学を盛り立て学園の発展に寄与す

るよう努力が必要と考えます。神奈川県に在

住する本会員は今後の会のあり方が問われて

います。

　先輩・同期・後輩の情報交換の場として、

また、会が永続するよう役員一同は新しい世

代に引継ができるように検討しています。よ

って、多くの会員からのご意見とご指導を承

りたくご協力の程お願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　(世良田和寛)

ひわたし  ほうすい
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〈前ページより〉

【学部祭】
　10月28日（土）～30日（月）の3
日間、藤沢･湘南校舎で開催されます。立
派になった諸施設や、学生の活躍ぶりを是
非ご覧下さい。学部内ツアーや体験コース
などの催しが目白押しです。

【箱根駅伝応援】
　1月2日（火）、3日（水）の2日間、
藤沢 ･遊行寺坂上の焼肉ヨンドン（神奈川
スバル）前を中心に、沿道を校友会旗と共
に応援します。駅伝コースに存在する唯一
の学部です。熱い声援を送りましょう。�

【総会・懇親会】
　19年度総会･懇親会：来年は藤沢･湘
南校舎で開催予定です。
　角笛会：19年度に100周年記念事業を
開催します。�

【その他】
　ホームページには新しい情報掲載に努め
ますので、情報の提供をお願い致します。
連絡先：藤沢市亀井野1866
　　日本大学生物資源科学部校友会事務局
　　TEL&FAX0466-84-3799
　　E-mail　koyukai@brs.nihon-u.ac.jp 

◆校友会事務局からのお知らせ◆

行方不明者より一言
　　　昭和55年度　短期大学部農学科卒業

　　　　　　　　　　　　　佐藤　吉治
　卒業後25年経ち、恩師

情報によりますと校友会

名簿では行方不明者との

こと。転勤族に免じてご

容赦願います。

　さて、現在、私は農林

水産省東北農政局（仙台市）

で、農村振興に関連した

施策推進の総括担当を務めております。

　入省後は、国内7ヵ所の外、海外は出張等を

合わせて10数カ国。特に在イラン大使館に

ODA担当として出向した3年間は、支援メニ

ューの入れ込みに苦慮しました。しかし、任期

中にハタミ(前)大統領が新任され、斬新にも

イスラム社会から平和創出に向けて、すべての

国家や市民が文明間の対話を進めるよう世界に

発信したことは、苦慮した元凶がイデオロギー

の対立だっただけに、師の状況判断と実行力に

深い感動を覚えたものでした。年嵩が増すにつ

れ、成果への感動は薄らぎつつありますが、"

感動を覚え、前向きに"は公私とも心がけてい

る是です。

　また、どんな仕事であれ適確で迅速な判断が

求められます。上司の受け売りではありますが、

虫の目(精緻に見て)、鳥の目(大局から見て)、

魚の目(流れを見る)の3つの目(総合的には

トンボの目)を心がけ、日頃から、ABC(当た

り前のことを、馬鹿にしないで、ちゃんとする)

で、NATO(No Action Talk Only、話し合い・

検討だけで、行動に移さない)にはまらず。い

かがでしょうか。語呂合わせのようですが、な

かなかの教訓です。

勉強もせずに、

旅行に明け暮れ

た学生生活。困

りものです･･･。

が、農村計画と

いう授業を受け

て以来、地域づ

くりに興味を持

ち、全国の○○

の先進事例に足

を運ぶようにな

り、趣味と勉強

が近づく格好になりました。なのに、卒論では

農業施設での太陽光発電システム(PV)の活用

可能性を探る研究をしていました。その後、修

士論文では農家の伝統的な空間構造や生活の中

にあるサステイナブルな技術を発掘・再評価し、

それを村づくりに活かす可能性を研究しました。

この研究では山村に空き家を借り、生活しなが

ら調査や、住民と共に地域づくりを手がけまし

た。本当に様々な経験をした学生時代でした･･･。

　時は流れ、入社後です。地域(各市町村)の

再生可能エネルギービジョン策定のメンバーに

選ばれました。農村の持続可能な技術の研究実

績、PVにも多少の知識があったことなどが選

抜理由です。このテーマは今日でも担当してお

り、ビジョンを手がけた地域の中には家畜糞尿

や未利用木材の有効活用が具体化した地域もあ

ります。

　いまの仕事では、学生時代に得た武器に支え

られる場面が多いです。しかし、近年の社会で

は新たな問題も顕在化しており、学生時代に培

った知識・経験を練磨すると共に、新たな武器

を身につけ、より良い社会づくりに貢献したい

と感じる修士修了後10年目の夏です。

  複雑で早い変化に巻き込まれ、耐心疲労や守

りきれないものが目立つ社会となりましたが、

紀子様皇子誕生のニュースが飛び込み、これを

契機に少しでも明るい社会になればと願ってお

ります。

　最後になりましたが、交友各位のご健勝と本

会のご発展を心から祈念申し上げます

勤務先：農林水産省東北農政局農村計画部　　

　　　　農村振興課


